
農高生によるＧＡＰチャレンジ！
生産者はもとより、消費者や環境にとっても「 」な農業の取組のことを
（ギャップ）といいます。
は、 の頭文字をとった言葉で、直訳すると「よ

い農業の取組」という意味ですが、一般的には「農業生産工程管理」と呼ばれてい
ます。
工程管理とは、「農産物を作る際に適正な手順やモノの管理を行い、食品安全や

労働安全、環境保全等を確保する取組」のことです。

栃木県内の農業高校でのＧＡＰ（認証等）の取組状況（令和５年１月時点）
★ ＧＬＯＢＡＬＧ Ａ Ｐ

〇真岡北陵高校 （品目：米、日本なし）
〇那須拓陽高校 （品目：日本なし）

★ ＪＧＡＰ
〇宇都宮白楊高校 （品目：トマト、ぶどう、日本なし、ねぎ、米）
〇栃木農業高校 （品目：いちご）

★ とちぎＧＡＰ（第三者確認）
○鹿沼南高校 （品目：ブルーベリー）

【食品安全】 【環境保全】 【労働安全】

【人権保護】
家族経営協定の締結
技能実習生の適切な労働条件の確保

【農場経営管理】
責任者の配置
教育訓練、内部点検の実施

ＧＡＰ認証

・客観的な証明
・見えない価値
の見える化

↓

取引の際の
信頼確保へ

審査
包装資材のそばに灯油な
ど汚染の原因となるもの
を置かない
堆肥置き場や調製施設で
は専用の履物を準備する

廃棄物を農場に放置しな
い
農薬空容器は分別して処
分する

危険な作業はスイッチを
止めてから行う
（巻き込まれ防止）
危険箇所の掲示をする
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戦後の新制高等学校の学習活動の中で、農業高校生の自主的・自発的な組織として日本各
地で誕生した「学校農業クラブ（ ： ）」。 年には全国組織
として、「日本学校農業クラブ連盟 （略称：日連 または ）」
が結成されました。
クラブ員は全国の農業を学ぶ高校生で、農業に関する教科・科目の学習や地域連携活動な

ど、体験的な学習をとおして「科学性」「社会性」「指導性」を高めることを目的としてい
ます。
全国組織の下に関東地区学校農業クラブ連盟、栃木県学校農業クラブ連盟があり、栃木県

内７校の学校単位にそれぞれ単位学校農業クラブがあります。

○日本学校農業クラブとは？

○各種発表・競技会について
農業クラブ員として、日々行っている各専門分野の活動の成果を発表する場として日本学

校農業クラブ連盟全国大会があります。毎年 月に行われるこの大会は「農高生の甲子園」
と呼ばれ、各地の県大会、ブロック大会で優秀な成績を収めた農業高校生たちが代表として、
成果発表などを行います。
令和４年１０月に行われた「第 回日本学校農業クラブ全国大会令和 年度北陸大会」では、

５名の生徒が農業鑑定競技会で優秀賞を獲得しました。

～各競技会栃木県大会の様子～

【プロジェクト発表会】
プロジェクト活動で実践したこ
とや成果を発表し、客観的な意
見や評価を受け、その内容や発
表の仕方について審査されます。

【平板測量競技会】
１チーム３名で平板測量を行
い、正確かつスピーディーに
図面を作成できるかを競う競
技です。

【家畜審査競技会】
決められた時間内に実際の
牛の良し悪しを審査基準に
基づいた審査により順番付
けしていく競技です。

【フラワーアレンジ競技会】
花材を使い、コンセプトに
あった作品を時間内に完成さ
せます。栽培技術だけでなく、
活用方法やデザインに関する
学習の成果を競い合います。

県連代表として発表する福田俊さん北陸大会に参加した皆さん

※このほかにも意見発表会や農業情報処理競技会などがあります。 3366
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「食料・農業・農村白書」とは？
食料、農業及び農村の動向に関して、中長期的な変化を分析し、毎年政府が発行する

年次報告書。社会の実態や政府の施策について記載されており、年に１度発行されます。
「白書」の由来は、イギリスにおいて政府が作成する外交報告書の表紙が白（ホワイト
ペーパー）であったことにあると言われています。
農林水産省では大臣官房広報評価課情報分析室が作成しています。

★栃木県立宇都宮白楊高校において

令和４年９月８日、栃木県立宇都宮白楊高等学
校において「令和３年度 食料・農業・農村白書」
説明会が開催されました。
講師は、白書の執筆に直接携わった農林水産省

広報評価課の江川企画官が務め、同校１年生～３
年生の生徒２６名が参加し、熱心に耳を傾けてい
ました。
講師からは、食料の安定供給の確保や、農林水

産物・食品の輸出をはじめ、ＳＤＧｓや環境など
に配慮した農業など、農業における現状や課題、
国として目指す農業の方向性について説明があり、
最後に「この説明会をきっかけに皆さんの学習が
深まれば良いと思います」とのメッセージが生徒
達に送られました。
質疑応答も活発に行われ、参加した生徒からは、

「農業の現状をデータやグラフ等で解説してもら
い理解が深まった」「情報通信技術などを取り入
れたスマート農業の推進や、輸入に頼らない食料
の確保が必要だと感じた」などの意見が出ていま
した。

「令和３年度 食料・農業・農村白書」説明会を開催！

3377
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「食料・農業・農村白書」とは？
食料、農業及び農村の動向に関して、中長期的な変化を分析し、毎年政府が発行する

年次報告書。社会の実態や政府の施策について記載されており、年に１度発行されます。
「白書」の由来は、イギリスにおいて政府が作成する外交報告書の表紙が白（ホワイト
ペーパー）であったことにあると言われています。
農林水産省では大臣官房広報評価課情報分析室が作成しています。

★栃木県立宇都宮白楊高校において

令和４年９月８日、栃木県立宇都宮白楊高等学
校において「令和３年度 食料・農業・農村白書」
説明会が開催されました。
講師は、白書の執筆に直接携わった農林水産省
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各高校に導入された新しい農業用機械の紹介

１．トラクター
農業作業を行う機械をけん引する基本となる農機具です。トラクターの前後にいろいろな

農機をつないで効率よく安全に作業できるようになります。

ベールグラブを装着してロール状
の飼料などを運びます。

力強いトラクターの雄姿 モアコンディショナを装着して牧
草などを一気に刈り取ります。

農林水産省の補助事業（農業労働力確保緊急支援事業（令和２年度補
正））を活用して導入された農業用機械の一部をご紹介します。
この事業は、新型コロナウイルス感染症の影響による人材不足を解消し

て農業生産を維持するとともに、将来の農業生産を支える人材を育成する
ための就農研修を実施する農業高校等に必要となる研修用農業機械・設備
の導入を支援するものです。

２．コンバイン
主に米や麦を収穫するための機械で、刈り取りと脱穀（茎から実をとる）まで一連の作業

を行います。米作りには欠かせない機械です。

3388
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刈り取った後の稲のワラや牧草などを集めて円柱型に圧縮して丸める機械です。丸めた塊
（ロールベールといいます。）は、まるでバウムクーヘンのようです。ベールラッパー（後
述）により、さらにラッピングされ、牛などの飼料になります。

３．ロールベーラー

４．ベールラッパー
３で丸めたロールベールにラップフィルムを巻きつける機械です。ラッピングすることによ

り飼料を発酵させ、栄養価や消化率を高めます。冬の田んぼでよく見かけるマシュマロ状の白
い物体はベールラッパーによるものです。

５．スピードスプレイヤー
平坦な果樹園などで使用される農薬散布

用の機械です。後部のノズルから霧状の農
薬が帯状に散布され、作業効率が高くなり
ます。また車内での作業となるため、作業
者の安全性も高くなります。

６．水稲播種機
水稲の苗箱への床土入れや種まき、覆土

までをフルオートで行う機械です。
その後、育苗した苗箱を田植え機にセット
して田植えを行います。

3399

きちんと圃場を管理するために、草刈り
は大変重要な作業です。乗用草刈り機は作
業の効率化や作業者の負担軽減だけでなく、
作業事故防止に効果があります。

７．乗用草刈機 ８．クローラダンプ
不整地や軟弱地、勾配のきつい坂道でも

農業資材や生産物など重い荷物を力強く運
ぶことができ、作業者の負担軽減となる運
搬具です。

９．乗用野菜移植機 ．モアコンディショナ
トラクターに装着して牧草などを高速

で刈り取ることができ、さらに飼料用に
加工しやすくする機械です。

座った状態で野菜苗を植え付けること
が可能で、作業者負担軽減と大幅な省力
化が図れます。

・自動移植機など新しい技術や、念願であった畜産のロール体系への移行など、農家現場と同様の飼料生産実習
が可能となり、生徒の学習に大変役立っています。
・最新の機械が入り、生徒の学習意欲と作業の質の向上に繋がっています。日頃から安全作業に心掛け、大切に
使っていきたいと思います。
・トラクター・ロールベイラー・ラッピングマシーンについては、借用から所有することで作業の自由度が高く
なるとともに計画的な実習が可能になりました。また、食品科学科の生徒が作業の見学を行い、平坦地や台地、
傾斜地における農地の活用について考える授業などにも活用されています。
・導入された機械はさまざまな部門の実習で活用されました。農業機械の授業では、座学で構造について学んだ
のち、運転操作などで実際に触れることができました。これらの機械は作業効率の面や経営感覚を身に付ける学
習でも役に立っています。

学習現場からの声

4400
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１．農業用ドローン

各高校におけるスマート農業の取り組み

ドローンが作物上空を飛行し、農薬・肥料の散布や、カメラで作物の生育状況を計測（セン
シング）します。作業の効率化をはじめ、農薬・肥料の必要量を適正にすることで使用量を減
らすことができます。

スマート農業とは、ロボット技術、ＡＩ 人工知能）、Ｉ Ｔ 様々なモ
ノをインターネットに接続する技術 など、先端技術を活用する農業のこ
とです。
各農業関係高校において、農林水産省の補助事業（農業労働力確保緊急

支援事業（令和２年度補正）・農業教育高度化事業（令和４年度））等に
より導入されたスマート農業機器の活用状況についてご紹介します。

宇都宮白楊高校：作物や畜産の授業ではドローンを使い、水田や牧草地に農薬散布を行っている様子を見学し
ました。農業経営の授業を通して、ドローン等などを活用したスマート農業の知識に触れ今後の展望などを学
びました。
矢板高校：主に「作物」、「課題研究」、「総合実習」の授業で、紹介や操作を実施しています。実際に操作
した生徒からは、「ドローンが身近なものに感じるようになった」との感想が述べられました。

学習現場からの声

4411

３．牛の分娩監視装置

分娩開始
の合図

体温計
挿入時

段取り連絡
時体温

牛の体内にセンサーを挿入し、 分ごとにセンサーから体温データが監視サーバに送信され
自動蓄積されます。分娩前の体温変化をモニターし、分娩時期が近づくとメールで通報され、
分娩に係る労力が軽減されます。

栃木農業高校：本校の牛舎は１４ｋｍ離れた遠隔地にあるため、生徒が常に牛に触れることが難しい。その
ため、ＩＣＴ機器を活用して、学習効果を高める取り組みをしています。この機器は子宮に挿入したセン
サーを使って、５分毎の体温をモニタリングできます。体温が低下してくると「段取りメール」、センサー
が体外に排出された際に「駆けつけメール」が送信されるため、分娩対応がとても効率よくできるようにな
りました。 ３年度導入以来、１００％分娩を知らせてくれており、生徒たちのスマート学習教材としての利
用とともに、職員の校務軽減に繋がっています。

学習現場からの声

２．水管理システム
水田の水位・水温等をセンサーで自動測定し、スマートフォン等で情報の確認が可能となり

ます。これにより、毎日の水管理の作業を省力化することが出来るとともに、専用のアプリ
ケーションを使うことで、グループでデータの情報共有も可能となります。

矢板高校：主に「作物」、「課題研究」、「総合実習」、「農業と情報」で活用しています。遠隔で水位や
水温、地温を確認できるほか、栽培管理の記録の入出力により、情報のシェア、分析が可能となりました。
那須拓陽高校：栽培期間中は休日でも圃場の状態を確認できるため、作業の効率化を図ることができました。

学習現場からの声
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１．農業用ドローン

各高校におけるスマート農業の取り組み

ドローンが作物上空を飛行し、農薬・肥料の散布や、カメラで作物の生育状況を計測（セン
シング）します。作業の効率化をはじめ、農薬・肥料の必要量を適正にすることで使用量を減
らすことができます。

スマート農業とは、ロボット技術、ＡＩ 人工知能）、Ｉ Ｔ 様々なモ
ノをインターネットに接続する技術 など、先端技術を活用する農業のこ
とです。
各農業関係高校において、農林水産省の補助事業（農業労働力確保緊急

支援事業（令和２年度補正）・農業教育高度化事業（令和４年度））等に
より導入されたスマート農業機器の活用状況についてご紹介します。

宇都宮白楊高校：作物や畜産の授業ではドローンを使い、水田や牧草地に農薬散布を行っている様子を見学し
ました。農業経営の授業を通して、ドローン等などを活用したスマート農業の知識に触れ今後の展望などを学
びました。
矢板高校：主に「作物」、「課題研究」、「総合実習」の授業で、紹介や操作を実施しています。実際に操作
した生徒からは、「ドローンが身近なものに感じるようになった」との感想が述べられました。

学習現場からの声

4411

３．牛の分娩監視装置

分娩開始
の合図

体温計
挿入時

段取り連絡
時体温

牛の体内にセンサーを挿入し、 分ごとにセンサーから体温データが監視サーバに送信され
自動蓄積されます。分娩前の体温変化をモニターし、分娩時期が近づくとメールで通報され、
分娩に係る労力が軽減されます。

栃木農業高校：本校の牛舎は１４ｋｍ離れた遠隔地にあるため、生徒が常に牛に触れることが難しい。その
ため、ＩＣＴ機器を活用して、学習効果を高める取り組みをしています。この機器は子宮に挿入したセン
サーを使って、５分毎の体温をモニタリングできます。体温が低下してくると「段取りメール」、センサー
が体外に排出された際に「駆けつけメール」が送信されるため、分娩対応がとても効率よくできるようにな
りました。 ３年度導入以来、１００％分娩を知らせてくれており、生徒たちのスマート学習教材としての利
用とともに、職員の校務軽減に繋がっています。

学習現場からの声

２．水管理システム
水田の水位・水温等をセンサーで自動測定し、スマートフォン等で情報の確認が可能となり

ます。これにより、毎日の水管理の作業を省力化することが出来るとともに、専用のアプリ
ケーションを使うことで、グループでデータの情報共有も可能となります。

矢板高校：主に「作物」、「課題研究」、「総合実習」、「農業と情報」で活用しています。遠隔で水位や
水温、地温を確認できるほか、栽培管理の記録の入出力により、情報のシェア、分析が可能となりました。
那須拓陽高校：栽培期間中は休日でも圃場の状態を確認できるため、作業の効率化を図ることができました。

学習現場からの声
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５．環境制御システム
施設園芸でハウス内環境を制御するシステムです。ハウス内の環境（光、温度、湿度等）を

監視し、必要に応じてハウス内の環境を調節します。

宇都宮白楊高校：草花の温室に環境制御盤が整備され、天窓・側窓・保温カーテン・遮光カーテンなど、ス
マートホンを使った遠隔操作や、気象状況を把握することが可能となりました。草花の実習では温度等の管理
作業が便利になり、品質の向上につながりました。
矢板高校：今まで経験や勘に頼っていた管理等が、数値を基準としてよりよい栽培環境の中で管理が行えるよ
うになり、データの収集・蓄積もできるようになりました。圃場の状態が可視化できたことにより、野菜や総
合実習、課題研究等の授業で、生徒に農作物を栽培する上での環境が重要であることを、より具体的に指導で
きるようになりました。また、ＩＣＴ、ＩＯＴを用いた農業について興味を持つ生徒が増えているように感じ
ます。

学習現場からの声

４．牛の活動センサー
牛の首にセンサーを取り付け、リアルタイムに牛の活動情報を収集するシステムです。分娩

の兆候をはじめ、体調不良による活動低下など、常時、牛の状態をスマートフォンやタブレッ
トなどで確認することが出来ます。

栃木農業高校：牛に付けた加速度センサーで、牛の「反すう」・「活動」・「休息」をモニタリングする機器
です。本校では主に発情予測に活用しています。他にも、クラウド上に牛の情報や管理内容などのデータを入
力することで、牛群のデータを蓄積共有して経営改善に役立てることができます。生徒は配布されているタブ
レットを使ってデータの入力等を授業で行うとともに、スマートフォンのアプリでいつでも確認できるように
しています。
那須拓陽高校：畜産の授業で発情や分娩前の兆候、体調不良の牛の確認など、その日に応じた授業展開が可能
となりました。また、生徒に担当牛を設定して牛の管理を行うことにより、責任感を持ちながら学習すること
が期待できます。

学習現場からの声

4433

各高校における商品開発（宇都宮白楊高校）

農業人口減少による地域の空きハウスの活用と新たな国産レモンの産地化を目指して栽培
が始まった宮れもん 年商標登録）を保存性を付与したマーマレードに一次加工し、栃
木県産の米粉を活用してパウンドケーキを開発しました。地域活性化だけではなく、地域の
農業や自然、日本の文化を守る商品です。家庭部会全国大会の手土産や食育フェアでの販売
では、好評をいただいています！また、この商品をホームページや地域との交流を通して多
くの人々に宮れもんについて知ってもらいたいです。

連携機関 栃木県米粉食品普及推進協議会
地域宮れもん農家（宇都宮市） レモン研究会（宇都宮市役所）
地域製菓店

宮レモンパウンドケーキ 栃木県立宇都宮白楊高等学校食品科学科

日本酒「白楊舞」 栃木県立宇都宮白楊高等学校農業経営科

本校では教育活動の一環として、「地産地消」による農場生産物の地元での販売、「６次
産業化」による本校農場生産物の地元での加工・流通を目指しています。農業経営科では平
成２８年度に宇都宮酒造株式会社の酒蔵見学を実施したことがきっかけとなり、本校の生徒
が栽培したお米で日本酒を製造しようと、翌平成２９年度には地元の「柳田酒米研究会」と
の情報交換会を通して酒米栽培を学習しました。平成３０年度からは、本校高根沢農場にお
いて酒造好適米「五百万石」を本格的に栽培するようになり、宇都宮酒造株式会社（四季
桜）で醸造された特別純米酒「白楊舞」は、広く地元の方に愛される日本酒となりました。
連携機関
宇都宮酒造株式会社（四季桜）、柳田酒米研究会
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５．環境制御システム
施設園芸でハウス内環境を制御するシステムです。ハウス内の環境（光、温度、湿度等）を

監視し、必要に応じてハウス内の環境を調節します。

宇都宮白楊高校：草花の温室に環境制御盤が整備され、天窓・側窓・保温カーテン・遮光カーテンなど、ス
マートホンを使った遠隔操作や、気象状況を把握することが可能となりました。草花の実習では温度等の管理
作業が便利になり、品質の向上につながりました。
矢板高校：今まで経験や勘に頼っていた管理等が、数値を基準としてよりよい栽培環境の中で管理が行えるよ
うになり、データの収集・蓄積もできるようになりました。圃場の状態が可視化できたことにより、野菜や総
合実習、課題研究等の授業で、生徒に農作物を栽培する上での環境が重要であることを、より具体的に指導で
きるようになりました。また、ＩＣＴ、ＩＯＴを用いた農業について興味を持つ生徒が増えているように感じ
ます。

学習現場からの声

４．牛の活動センサー
牛の首にセンサーを取り付け、リアルタイムに牛の活動情報を収集するシステムです。分娩

の兆候をはじめ、体調不良による活動低下など、常時、牛の状態をスマートフォンやタブレッ
トなどで確認することが出来ます。

栃木農業高校：牛に付けた加速度センサーで、牛の「反すう」・「活動」・「休息」をモニタリングする機器
です。本校では主に発情予測に活用しています。他にも、クラウド上に牛の情報や管理内容などのデータを入
力することで、牛群のデータを蓄積共有して経営改善に役立てることができます。生徒は配布されているタブ
レットを使ってデータの入力等を授業で行うとともに、スマートフォンのアプリでいつでも確認できるように
しています。
那須拓陽高校：畜産の授業で発情や分娩前の兆候、体調不良の牛の確認など、その日に応じた授業展開が可能
となりました。また、生徒に担当牛を設定して牛の管理を行うことにより、責任感を持ちながら学習すること
が期待できます。

学習現場からの声

4433

各高校における商品開発（宇都宮白楊高校）

農業人口減少による地域の空きハウスの活用と新たな国産レモンの産地化を目指して栽培
が始まった宮れもん 年商標登録）を保存性を付与したマーマレードに一次加工し、栃
木県産の米粉を活用してパウンドケーキを開発しました。地域活性化だけではなく、地域の
農業や自然、日本の文化を守る商品です。家庭部会全国大会の手土産や食育フェアでの販売
では、好評をいただいています！また、この商品をホームページや地域との交流を通して多
くの人々に宮れもんについて知ってもらいたいです。

連携機関 栃木県米粉食品普及推進協議会
地域宮れもん農家（宇都宮市） レモン研究会（宇都宮市役所）
地域製菓店

宮レモンパウンドケーキ 栃木県立宇都宮白楊高等学校食品科学科

日本酒「白楊舞」 栃木県立宇都宮白楊高等学校農業経営科

本校では教育活動の一環として、「地産地消」による農場生産物の地元での販売、「６次
産業化」による本校農場生産物の地元での加工・流通を目指しています。農業経営科では平
成２８年度に宇都宮酒造株式会社の酒蔵見学を実施したことがきっかけとなり、本校の生徒
が栽培したお米で日本酒を製造しようと、翌平成２９年度には地元の「柳田酒米研究会」と
の情報交換会を通して酒米栽培を学習しました。平成３０年度からは、本校高根沢農場にお
いて酒造好適米「五百万石」を本格的に栽培するようになり、宇都宮酒造株式会社（四季
桜）で醸造された特別純米酒「白楊舞」は、広く地元の方に愛される日本酒となりました。
連携機関
宇都宮酒造株式会社（四季桜）、柳田酒米研究会
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各高校における商品開発（栃木農業高校）

ゆずマーマレード

食品科学科では、地域の観光資源である太平山麓の「ゆずの里」 を目的に、加工品を製
造して商品開発をしています。特に開発に力を入れているゆずマーマレードは、授業で製造
しているジャムのレシピをアレンジし、ユズの苦味を抑えて仕上げています。このマーマ
レードは第４回世界マーマレードアワード＆フェスティバル日本大会プロの部で銅賞を獲得
しました。また、多彩な商品展開をしようと考え、地元のサンドイッチ専門店の協力のもと、
マーマレードを生かした商品を開発して頂き、現在も販売されています。その他、老舗和菓
子店にも協力を依頼し、生徒が発案した「マーマレード入り大福」を粘度・糖度を調整しな
がら商品化しました。今後も自慢のマーマレードを軸に様々な商品開発に繋げていきたいと
考えています。

国体会場で配布するおもてなし製品の開発依頼を受け、栃木市の農産物を使用した焼き菓
子を考案しました。レシピは生徒自ら考案し、ユズ果汁を使用したアイシングクッキー、ユ
ズシフォンケーキ、ブドウジャムクッキー、黒大豆クッキーの詰め合わせを セット製造
しました。各菓子ともに工夫を凝らし、黒大豆を炒って粗挽きにし食感を出す、摘果したブ
ドウを酸味付けに使用するなど、それぞれの農産物が生きるよう細かな点にもこだわりまし
た。また、包装に貼るシールのデザインも手掛け、選手や会場の方々に向けたメッセージを
一つひとつ丁寧に手書きしておもてなしの心が伝わるよう工夫しました。県内外から来場し
た方々からも好評で、学校での学びを生かして栃木市のＰＲをすることができました。

とちぎ国体おもてなし製品「栃木のおいしい農産物詰め合わせ」

4455

各高校における商品開発（那須拓陽高校）

拓陽キスミル

商品名：拓陽キスミル 特徴：乳と砂糖しか用いない無添加の乳酸菌飲料
開発の経緯：本校が位置する那須塩原市は、戦後、酪農を基幹産業とし発展してきた町です。
しかしながら、近年、全国的に牛乳離れの傾向があり、乳の街、那須塩原市も例外ではあり
ません。その影響は大きく、市内の酪農戸数減少の原因の１つとなっています。本校は２０
１５年から那須塩原市と連携し、地域を盛り上げる活動に取り組んできました。そのような
中、地域の牧場の協力のもと、拓陽の生乳と拓陽生が選抜した乳酸菌を用いたオリジナル乳
酸菌飲料「拓陽キスミル」を完成させました。様々なイベントに参加し、この乳製品の普
及・販売活動を行うことで、乳の街、那須塩原市の 活動に貢献しました。

商品名：拓陽キスミル（小分け） 特徴：牛乳に混ぜて飲むのにちょうど良い１５ｇに拓
陽キスミルをリパックした商品です。初期のボトルタイプが冷蔵保存であったのに対し、リ
パックすることで、常温保存可能な商品となりました。
開発の経緯：那須塩原市の活性化に向けた取り組みを行う中で、拓陽キスミルが牛乳と相性
が良いことが分かってきました。これは今の牛乳離れの現状に活用できるのではと考え、給
食導入を念頭に「拓陽キスミル」の小分けパッケージ化について取組みました。千葉県の業
者の協力のもと、リパックに成功し、市内の全小中学校に提供することができました。地元
の高校生が開発した乳製品を提供することで、市の未来を担う子供達の意識を少しでも基幹
産業である酪農に向けていく良い機会になったと思います。

拓陽キスミル（小分け）

拓陽キスミルの製造 イベント販売 拓陽キスミル

拓陽キスミル（小分け） キスミルを使った食育活動 給食提供時に配布したチラシ
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各高校における商品開発（栃木農業高校）

ゆずマーマレード

食品科学科では、地域の観光資源である太平山麓の「ゆずの里」 を目的に、加工品を製
造して商品開発をしています。特に開発に力を入れているゆずマーマレードは、授業で製造
しているジャムのレシピをアレンジし、ユズの苦味を抑えて仕上げています。このマーマ
レードは第４回世界マーマレードアワード＆フェスティバル日本大会プロの部で銅賞を獲得
しました。また、多彩な商品展開をしようと考え、地元のサンドイッチ専門店の協力のもと、
マーマレードを生かした商品を開発して頂き、現在も販売されています。その他、老舗和菓
子店にも協力を依頼し、生徒が発案した「マーマレード入り大福」を粘度・糖度を調整しな
がら商品化しました。今後も自慢のマーマレードを軸に様々な商品開発に繋げていきたいと
考えています。

国体会場で配布するおもてなし製品の開発依頼を受け、栃木市の農産物を使用した焼き菓
子を考案しました。レシピは生徒自ら考案し、ユズ果汁を使用したアイシングクッキー、ユ
ズシフォンケーキ、ブドウジャムクッキー、黒大豆クッキーの詰め合わせを セット製造
しました。各菓子ともに工夫を凝らし、黒大豆を炒って粗挽きにし食感を出す、摘果したブ
ドウを酸味付けに使用するなど、それぞれの農産物が生きるよう細かな点にもこだわりまし
た。また、包装に貼るシールのデザインも手掛け、選手や会場の方々に向けたメッセージを
一つひとつ丁寧に手書きしておもてなしの心が伝わるよう工夫しました。県内外から来場し
た方々からも好評で、学校での学びを生かして栃木市のＰＲをすることができました。

とちぎ国体おもてなし製品「栃木のおいしい農産物詰め合わせ」
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各高校における商品開発（那須拓陽高校）

拓陽キスミル

商品名：拓陽キスミル 特徴：乳と砂糖しか用いない無添加の乳酸菌飲料
開発の経緯：本校が位置する那須塩原市は、戦後、酪農を基幹産業とし発展してきた町です。
しかしながら、近年、全国的に牛乳離れの傾向があり、乳の街、那須塩原市も例外ではあり
ません。その影響は大きく、市内の酪農戸数減少の原因の１つとなっています。本校は２０
１５年から那須塩原市と連携し、地域を盛り上げる活動に取り組んできました。そのような
中、地域の牧場の協力のもと、拓陽の生乳と拓陽生が選抜した乳酸菌を用いたオリジナル乳
酸菌飲料「拓陽キスミル」を完成させました。様々なイベントに参加し、この乳製品の普
及・販売活動を行うことで、乳の街、那須塩原市の 活動に貢献しました。

商品名：拓陽キスミル（小分け） 特徴：牛乳に混ぜて飲むのにちょうど良い１５ｇに拓
陽キスミルをリパックした商品です。初期のボトルタイプが冷蔵保存であったのに対し、リ
パックすることで、常温保存可能な商品となりました。
開発の経緯：那須塩原市の活性化に向けた取り組みを行う中で、拓陽キスミルが牛乳と相性
が良いことが分かってきました。これは今の牛乳離れの現状に活用できるのではと考え、給
食導入を念頭に「拓陽キスミル」の小分けパッケージ化について取組みました。千葉県の業
者の協力のもと、リパックに成功し、市内の全小中学校に提供することができました。地元
の高校生が開発した乳製品を提供することで、市の未来を担う子供達の意識を少しでも基幹
産業である酪農に向けていく良い機会になったと思います。

拓陽キスミル（小分け）

拓陽キスミルの製造 イベント販売 拓陽キスミル

拓陽キスミル（小分け） キスミルを使った食育活動 給食提供時に配布したチラシ
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各高校における商品開発（矢板高校）

本校で栽培しているりんごの規格外品を用いて、本校卒業生も就職して
いる那須興業株式会社（りんどう湖ファミリー牧場）との合同商品開発の
計画を行っています。

規格外品を利用した有効付加価値商品の開発を計画！

この取り組みでは、持続可能な開発目標とされている ｓに基づいて、
本校でも何ができるのか生徒たちが主体的に考え活動しています。
また、主生産品の果実以外に毎年でる剪定枝に関しても、何か取り組め

ないか模索中です。

4477
4488
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各高校における商品開発（矢板高校）

本校で栽培しているりんごの規格外品を用いて、本校卒業生も就職して
いる那須興業株式会社（りんどう湖ファミリー牧場）との合同商品開発の
計画を行っています。

規格外品を利用した有効付加価値商品の開発を計画！

この取り組みでは、持続可能な開発目標とされている ｓに基づいて、
本校でも何ができるのか生徒たちが主体的に考え活動しています。
また、主生産品の果実以外に毎年でる剪定枝に関しても、何か取り組め

ないか模索中です。

4477
4488
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